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放 課 後 子 ど も 教 室 だ よ り 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日は、体育館と教室を使って「けん玉」「スノードー 
ム作り」「人形劇」「王様つぶし」の活動を行いました。 
朝から雪が降りあいにくの天候でしたが、スタッフは、保 
護者に連れられて体育館に集まってくる子どもたちを、笑 
顔で迎えていました。 
 事前に綿密な打合せをしたことにより、全ての活動を予 
定通り実施することができ、充実した放課後子ども教室の 
時間となりました。 
 

○開設年度 平成１７年 ○スタッフ 地域学校協働活動推進員：１名 

○活動場所 国見小学校体育館等  協働活動支援員：１１名  

○実施回数 

○実施時間 

○参加者 

１１回 

４時間  

対象学年：１～３年生 

登録児童数：５７名 
 

 

○活動内容 

 

協働活動サポーター：２名 

レクリエーション 創作活動 

マジック教室 季節の行事等  

 

  

                       

 工作 読み聞かせ等 

      

☆安全管理上のポイント☆ 

○ 子どもたちが整列して話 
を聞く際に、学年別に色分 
けし、ラミネート加工され 
た紙をあらかじめ間隔を空 
けて床に貼っておきます。 
その上に整列させることで 
密の状態にならない工夫が 
されています。 

子どもたちの感想 
○ 人形劇やけん玉など活動がたくさんあってと

ても楽しいです。次の活動が楽しみです。 

（３年生） 
スタッフの思い 

○ 子どもたちが楽しく飽きないように活動内容

や方法を工夫しています。地域の方の協力があ

りがたいです。  （地域学校協働活動推進員） 

＜けん玉＞ 

 

聞いてみました！ 

＜密にならないための工夫＞ 

＜王様つぶし＞ ＜スノードーム作り＞ 

＜人形劇＞ 

○ 開催３週間程前に地域学校協働活動推進員が中心になり、実施内容についてスタッフで打ち合
わせ会を行います。当日は、地域学校協働活動推進員があらかじめレジュメを準備し、短時間で
効率よく話し合いが行われるように工夫しています。 

  打ち合わせ会の内容をもとに当日の進行表を作成し、行政担当者やスタッフに配付しておきま
す。そうすることで、スタッフ間の連携が図られ、活動が滞り無く進みます。 

○ 国見町の地域学校協働活動推進員は、レクリエーション協会や人形 
劇サークルなどの社会教育関連団体に所属しています。そこで培った 
経験を放課後子ども教室の運営に生かしています。また、豊かな人脈 
を生かして、地域の人や団体に声をかけ、参加してもらうことで活動 
の幅を広げています。 
このように各種団体の協力を得たり、情報収集と声かけによりネッ 

トワークを広げたりすることで、放課後子ども教室の活動が充実しま 

す。また、放課後子ども教室を通して人や団体がつながることで、地 
域コミュニティの活性化にもつながります。 

＜打ち合わせ用レジュメ＞ 


